
 

 

 

 
前立腺がんの放射線治療 単回照射の臨床試験を東大病院

で開始 

 
前立腺がんが急増しています。2023 年の国内罹患（りかん）数は
10 万 2千人と、1980 年の約 26 倍に達しています。 
 
男性のがん患者数のトップで、全体の約 18%を占めます。日本人
男性の 9人に 1人が罹患していますが、今後さらに増えると予想
されています。乳がんと並んでホルモン治療が有効ながんですが、
完治には手術か放射線治療が必要となります。 
 
前立腺がんの放射線治療には、手術と同等の有効性が確立してい
ます。かつては少量の放射線を毎日、計 38 回程度照射する「通

常分割照射」が一般的でした。 
 
その後研究が進んで照射回数が減らせるようになり、現在は計 20 回前後の「中等度寡分割
照射」、5 回程度で完了する短期集中型の「体幹部定位放射線治療」も普及しています。東
大病院では、隔日で全 5回の定位治療を行っています。 
 
海外ではたった 1回の照射で治療を完了する「単回照射」の臨床研究も進められています。
これまでの報告によると重い副作用は少なく、一定の治療効果が得られる可能性が示され
ています。長期の結果については、さらに検証が必要です。 
 
東大病院放射線治療部門ではこのたび、限局性の前立腺がんを対象とした単回照射の「第 1
相臨床試験」を開始しました。第 1相試験とは、治療の安全性を評価することを目的とした
初期段階の研究です。前立腺がんに対する単回照射治療で、19 グレイ（Gy）、21.5Gy、24Gy
の 3段階で線量を増やし、単回照射の安全性を慎重に確認します。 
 
正常な臓器への影響など副作用をできるだけ抑えるため、本研究では複数の工夫を取り入
れます。ゲル状の物質を注入する「直腸スペーサー」を用いて前立腺と直腸の距離を確保し、
直腸への放射線量を減らします。 
 
照射中は前立腺の動きを監視し、必要に応じて調整します。治療直前の画像を用いて、当日
の体の状態に合わせて治療計画を微調整する「オンライン適応放射線治療」の技術も採用し
ます。 
 
単回照射治療は臨床研究とはいえ、受ける場合は保険診療として 63万円の治療費がかかり
ます。元から定位放射線治療において単回の治療も想定されているためです。スペーサー代
を含めると 3割負担で約 25 万円になりますが、高額療養費制度が適用されるため自己負担
額は抑えられます。 
 
この治療法が確立されると、通院回数を大幅に減らせます。働きながら治療を受けたい方や、
遠方から通院する方の負担が軽くなります。安全性を最優先にした、患者により優しい放射
線治療を実現するための新たな挑戦です。 
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